
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 105 単位 12 単位 100 単位 54 単位 単位 単位

30 人 16 人 人 0 % 14 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 1

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 3

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 166

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 32

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

企業名：シーユーピー(株）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

5

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.cdc-de.ac.jp/department/fashioncreative/

100
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

ファッション・アパレル業界

2
■地元就職者数 (F) 2
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 2
■就職希望者数 (D)　　　　　： 2
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
本校のファッションデザイン科は、教育基本法及び学校教育法の趣旨にのっとり、ファッションデザインに関する専門的学術を教授し、その技術を修得させると共に、教養
を高め、広く社会に貢献できる人物の育成を目的とし、あわせて地方文化の向上に寄与しようとするものである。また、ファッションデザイン分野の職業に就く為に必要な
実践的かつ専門的な能力を、本校独自の産学協同事業やインターンシップ等を企業等の連携を通じ育成することを目的とする。

学科の特徴（主な
教育内容、取得可

能な資格　等）

取得可能資格・検定に関しては、日本ファッション教育振興協会主催検定「ファッションビジネス能力検定」、「ファッション販売能力検定」、「ファッション色彩能力検定」、
「パターンメーキング技術検定」を主軸に取得し、その他ジーンズソムリエ資格やジーンズ縫製技士などの特色ある資格を取得することができる。産学連携事業にも力を
入れており、地元県内企業や事業所と協同でイベントや商品開発に取り組むことができる。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

服飾専門課程 ファッションデザイン科 平成 7(1995)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和７年１０月１５日

700-0842

086-225-0791
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人第一平田学園 1977/3/18 平田　眞一 岡山県岡山市北区船頭町１２番地
700-0842

086-225-0791

中国デザイン専門学校 1977/3/18 長舩　圭二 岡山県岡山市北区船頭町１２番地

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政



種別

①

③

③

③

③

③

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

丹羽　雅人 株式会社丹羽建築設計事務所 代表取締役

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

藤原　敏嗣 famo.DESIGN STUDIO 代表

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

森 大起 VICICA　代表
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

滝澤　宏行
ビジネスセンター岡山株式会社 事業本部副本
部長

令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
職業実践専門課程の基本方針である、「高等学校における教育の基礎の上に、深く専門的な程度において専修学校の教
育を施すにふさわしい授業科目を開設しなければならない。」を基に教育課程を編成する。
授業内容は、企業等の要請を十分に活かしつつ職業に必要な実践的かつ専門的な能力を学生一人一人が身につけるた
め、学内での演習実習に加え、アパレル関連企業等と多く関わる内容とする。主な就職先であるアパレル業界における人
材の専門性に関する動向や、地域の産業振興の方向性、新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識、技
術、技能などを把握し教育内容へ落とし込むため、教育編成委員や実習先企業等へのヒアリングやアンケート等を定期的
に実施し教育課程の改善を行う。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は校長の下に組織され、委員会を経て当校のカリキュラム編成及び授業内容に対する意見を検討す
る。
委員会で出た意見はカリキュラム会議にて審議され、校長の許可を経て審議された内容を授業カリキュラムに反映する。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

守屋　謙太郎 株式会社ケイズ・ユニット  代表取締役

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

令和7年4月1日現在

藤森　英樹 Pattern Studio SYNERGY　代表

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

名　前 所　　　属 任期

岡野　英美 特定非営利活動法人 ENNOVA OKAYAMA

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

長舩　圭二 中国デザイン専門学校　校長

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

宮本　真由美 中国デザイン専門学校　服飾専門課程　科長
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

宮脇　成也
中国デザイン専門学校　ビジュアルデザイン科
ITデジタルクリエイター科 科長

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

秋岡　昌彦
中国デザイン専門学校　インテリア・プロダクト
科 科長

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

花田　洋通 中国デザイン専門学校　教務課長

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

平田　真代 中国デザイン専門学校　事務長

令和４年４月１日～令和６年３
月３１日、（２年）
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）



年２回　（６月、１月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年６月５日　10：30～12：00
第２回　令和７年２月２１日　13：30～15：00

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

技術のデジタル化が進み、アパレル分野でもAIを使ったコーディネートやフィッティングが商業的に行われている。学校現場
でも積極的にデジタル技術の習得を図ることが必要。
（活用）社会で利用されているデジタル技術の学習を授業に取り入れることは早急な実施が求められるため、ソフトウェアな
ど専用設備を導入し、カリキュラム改定を行うこととした。外部講師や企業の意見・情報を収集した上、導入する新設備を選
定し、翌年度以降の授業へ展開することとした。またこれまで実施していた科目については、デジタル技術関連授業が増え
る替わりに減らす必要もあり、実施しない内容は企業からの意見も取り入れながら同時に精査を行いカリキュラム改定を行
う。



科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

・ライフデザイン①②の授業内で実際の商業施設に出向きながらアパレル分野で活躍する企業連携講師の元、ショップ経
営について必要となる実務を実習形式で学習する。学修成果は企業連携講師より校外での実習取り組み内容の報告を受
け、授業全体の出席数および取り組み状況により授業担当教員が成績評価を行う。

・職業実習連携企業でのインターンシップを一定期間実施し、実際の現場を知ることで職業に必要とされる技術を身に付け
る。インターンシップ実施内容は企業担当者により評価され、この評価を受け学内の科目担当教員が全体的な取り組み状
況を含め総合的に成績評価を行う。

ライフデザイン①③⑤ イオンモール岡山

ドミンゴ・さえら・桑和・パターンスタ
ジオシナジー

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業等と本校の連携によるインターンシップや、本校独自の企業等より業務委託を受け授業内で取り組む制度「DETCH
（デッチ）」を通じ、学生にデザイン・ファッション分野企業の現場及び業務を経験させ、学内授業では得ることが困難な実践
的で幅広い見識と実社会への適応性を身につけさせることを目的とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ライフデザイン②④⑥ イオンモール岡山

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

企業連携事業として、イオンモー
ル岡山と連携してハロウィンイベン
トのファッションショーを企画運営。

企業連携事業として、イオンモー
ル岡山と連携してハロウィンイベン
トのファッションショーを企画運営。

夏期期間の7月〜8月にかけて、例
年インターンシップ実習に取り組
む。実習期間は5日〜10日前後を
設定。企業評価を受ける事を目的
とする。

職業実習

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

2024年9月27日 対象： 教員

専門ソフトを使用し各種エフェクト・シミュレーション機能のセットアップ方法、レンダリングのための設定方
法を習得する研修。

②指導力の修得・向上のための研修等

新採用教員を対象に、専修学校教員にとって必要な基礎的知識の習得を目的に、教職科目を中心とした
講義・演習を行う研修。

教職員のキャリアデザインワークショップ 連携企業等： 職業教育・キャリア教育財団

2024年7月21日～8月12日

専修学校新任教員研修 連携企業等： 岡山県専修学校各種学校振興会

2024年8月1日～8月3日、8月5日～7日 対象： 新採用教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

各デザイナー陣による最新ファッションの知識を得ることでファッション販売に関する指導力の向上を図る
研修。
Maya 初級トレーニング 連携企業等： Tooトレーニングセンター

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

関連分野における先進的な知識・技能等を修得するために「教職員研修規定」を定め、教職員の研修等に組織的・継続的
に取り組む。研修は専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得・向上するための研修と、授業及び学生に対
する指導力等を修得・向上するための研修を主な内容とする。
年度始めに教職員全員が研修年間計画を作成提出する他、必要により所属長の命令によって研修を指示する場合も研修
費用は学校が一部補助し全体のレベルアップに努める。

2025年SS展示会視察 連携企業等： 株式会社アンジェロ・ジャパン

2024年9月4日 対象： 教員

対象： 教職員

自らのキャリアパスを考え組織の中での一員としての将来設計を行うことで学校と教職員の成長を図る研
修。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

Adobe Illustrator 導入者向けトレーニング 連携企業等： ボーンデジタル

2025年6月26日 対象： 教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

Adobe Illustratorを使用した導入者向けトレーニングにより操作方法を身に付けることで、担当科目の指導
力を強化する研修。

職業人としての汎用的能力を養うアクティブ・ラーニングの
体験学習

連携企業等： 職業教育・キャリア教育財団

2025年7月、8月 対象： 教職員

②指導力の修得・向上のための研修等

アクティブ・ラーニングを指導に取り入れる効果的手法を身に付ける研修



（６）教育環境

６-３１　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応出来るよう整備さ
れているか
６-３２　学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育
体制を整備しているか
６-３３　防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集

７-３４　学生募集活動は適正に行われているか
７-３５　就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、学生
募集に貢献したか
７-３６　入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか
７-３７　学納金は妥当なものとなっているか

（３）教育活動

３-１０　各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界
の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか
３-１１　各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間
性等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を
勘案して、達成することが可能なレベルとして、明確に定められている
か
３-１２　カリキュラムは体系的に編成されているか
３-１３　学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされて
いるか
３-１４　授業評価の実施・評価体制はあるか
３-１５　育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確
保しているか
３-１６　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
３-１７　資格取得の指導体制はあるか
３-１８　キャリア教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法などが実
施されているか

（４）学修成果

４−１９　就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が
図られているか
４−２０　資格取得に関する目標を達成したか
４−２１　退学率の低減に関する目標を達成したか
４−２２　卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか

（５）学生支援

５-２３　就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能している
か
５-２４　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか
５-２５　学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に
機能しているか
５-２６　学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能している
か
５-２７　課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能している
か
５-２８　学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか
５-２９　保護者と適切に連携しているか
５-３０　卒業生への支援体制はあるか

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
１−１　理念・目的・育成人材像は定められているか
１−２　学校の特色はなにか
１−３　学校の将来構想を抱いているか

（２）学校運営

２−４　運営方針は定められているか
２−５　事業計画は定められているか
２−５　事業計画は定められているか
２−６　運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか
２−７　人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか
２−８　意思決定システムは確立されているか
２−９　情報システム化等による業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
各専攻分野企業等から委員が参画した学校関係者評価委員を設置する。特に企業等との密接な連携による取り組みを重
要と考え、学校評価を通じた組織的・継続的な教育活等の改善を基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

PTA

卒業生

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL：  https://www.cdc-de.ac.jp/info/release/
公表時期： 2025年6月30日

株式会社丹羽建築設計事務所 代表取締役
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

藤原   敏嗣 famo.DESIGN STUDIO 代表
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

近藤　和 中国デザイン専門学校 教育助成会 会長
令和7年4月1日～令和8年3月
31日（１年）

藤若　典弘
有限会社ヴィジョンイメージファクトリー  代表
取締役

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

丹羽   雅人

守屋   謙太郎 株式会社ケイズ・ユニット  代表取締役
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

藤森   英樹 Pattern Studio SYNERGY　代表
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

（８）財務

８-３８　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
８-３９　予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
８-４０　財務について会計監査が適正に行われているか
８-４１　財務情報公開の体制整備はできているか

（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者者の評価結果や改善方策等の内、特に企業等から参画した委員の意見については、学科の「カリキュラムや授
業等の作成・見直し等」「産学官連携によるインターンシップ、実習等」「教職員の研修等」の教育活動やその他「教育理念・
目的・育成人材像」「学生支援」等、学校運営の改善等に活かせるよう意見を検討し、改善に取り組んでいる。
学生数を増やすため、デザインに関する関心が高まっている今、地域おこしブランディングと学校プログラムが関わる取り
組みが役立つのではないかとの外部委員より意見があり、例年県や市など公的機関が主催するイベントと関わっているた
め、実施取組についてSNS等を利用し外部へ発信するなど宣伝力強化を行うこととした。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

９-４２　法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
９-４３　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
９-４４　自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
９-４５　自己点検・自己評価結果の公開はしているか

（１０）社会貢献・地域貢献
１０-４６　教育資源を活かした社会貢献
１０-４７　ボランティア活動の支援

（１１）国際交流



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL：  https://www.cdc-de.ac.jp/info/release/
公表時期： 2025年6月30日

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ●貸借対照表、収支計算書

（９）学校評価
●自己評価・学校関係者評価の結果
●評価結果を踏まえた改善方策

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事への取組状況
●課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動等）

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援
●学生納付金の取扱い（金額、納入時期等）
●活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案
内等）

（２）各学科等の教育

●入学者に関する受入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生数
●カリキュラム（科目配当表（科目編成・授業時間数）、時間割、使用
する教材など授業方法及び内容、年間の授業計画）
●進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業・修了の認定基準等）
●学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等
●資格取得、検定試験合格等の実績
●卒業者数、卒業後の進路（進学者数・主な進学先、就職者数・主な
就職先）

（３）教職員
●教職員数（職名別）
●教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育

●キャリア教育への取組状況
●実習・実技等の取組状況
●就職支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校の学生がどのようなカリキュラムを通じて知識・技術・技能を修得しているのか、また、質の高い教育プログラムを提供
するために、学校としてどのような工夫・改善に取り組んでいるか等を具体的な教育情報を分かりやすく公表し、本校の特
色ある教育活動を積極的に発信する。さらに、本校の基本的な教育組織等に関する情報のほか、教育情報の積極的な公
表を通じて、本校教育の質の確保・向上を図る。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
●学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針、特色
●校長名、所在地、連絡先等
●学校の沿革、歴史

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 ○ 体育実習

夏期に3日間の集中講座を行う。履修者はバドミ
ントン、テニス、アクティビティから選択す
る。どの科目も基礎的なフォームから学び、初
級、中級、上級コースで自分にあったレベルの
技術を習得する。

１ 34 1 ○ ○ ○

2 ○ 修学基礎

学校生活を円滑に送れるようにルールやシステ
ムの理解を促すとともに、社会人基礎力につて
学ぶ。また自己理解・他社理解を行い、学校生
活での目標設定を定める。

１
前

17 1 ○ ○ ○

3 ○
色彩士検定3
級

色彩において、必要に応じ、正確に色彩につい
て理解し提案できる能力を身に付ける。色彩士
検定３級合格を目指す。

１
前

17 1 ○ ○ ○

4 ○ デザイン概論
テキスト「クリエイティブ•アイデアのヒミツと
ヒケツ」を使って講義をおこなう。その他制作
プロセスを知るためのデザイン制作も行う。

１
前

17 1 ○ ○ ○

5 ○
ベーシックデ
ザ イ ン （ 色
彩）

手作業による作品制作を通じて魅力的なビジュ
アル表現を目指し、色彩に関する基礎知識を習
得し、(色彩士検定３級合格レベル)配色セン
ス、及びデザイン能力の向上を目標に学習を進
めていく。

１
前

34 2 ○ ○ ○

6 ○
ベーシックデ
ザ イ ン （ ク
ロッキー）

15分単位で学生にモデルになってもらってク
ロッキーをする。授業ごとにポーズを変えた
り、アイテムを持ったりして、様々なポーズを
描く。重心、バランス、骨格など描く上で必要
な要素を学ぶ。

１
前

34 2 ○ ○ ○

7 ○
キャリアデザ
イン

就職に対する情報収集、活動内容を知る。仕事
について深く知っていく。

１
後

17 1 ○ ○ ○

8 ○ 夏期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授業内
容を3日間の実習または講義形式で行う。

１
前

17 1 ○ ○ ○

9 ○ 冬期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授業内
容を3日間の実習または講義形式で行う。

１
後

17 1 ○ ○ ○

10 ○
パターンゼミ
Ⅰ

人体を用いて各部位の採寸方法を学んだ後、１
／４縮尺原型と縮尺定規を使用し、シャツ（レ
ディース、メンズ）、パンツなどを製図。人体
は丸みを帯びているので、ダーツを取りながら
体に沿ったパターンを作る。その為、ダーツ位
置やダーツ移動などを学んでいく。

１
前

51 3 ○ ○ ○

11 ○
パターンゼミ
Ⅱ①（3期）

前期ではパターンを引く手順や仕組み考え方を
学んだが、後期ではダーツを操作したデザイン
バリエーションを学んでいく。また、より体を
意識したラインを作る為のパターン制作をしな
がら、パターンに対する柔軟な考え方を養う。

１
後

27 2 ○ ○ ○

12 ○
パターンゼミ
Ⅱ②

前期ではパターンを引く手順や仕組み考え方を
学んだが、後期ではダーツを操作したデザイン
バリエーションを学んでいく。また、より体を
意識したラインを作る為のパターン制作をしな
がら、パターンに対する柔軟な考え方を養う。

１
後

51 3 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（服飾専門課程 ファッションデザイン科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



13 ○
ファッション
デザインⅠ

パターンゼミと連動したパターンメーキングを
使用しながら、シャツ・スカート・パンツ縫
製、ディテールに特化した部分縫いを指定教科
書を使用して制作していきます。

１
前

51 3 ○ ○ ○

14 ○
ファッション
デ ザ イ ン Ⅱ
（4期）

縫製仕様書、工業用パターンを使用し、シャツ
の縫製を行います。

１
後

24 2 ○ ○ ○

15 ○
ヘ ア ・ メ イ
ク・ネイルⅠ

皮膚科学理論及びｽｷﾝｹｱ理論、色彩理論、ﾍｱ･ﾒｲｸ
ｱｯﾌﾟの基礎知識を学習する。2･3年生との複式授
業。2･3年生を手本として、常に相ﾓﾃﾞﾙでﾒｲｸに
取り組み、簡単なﾍｱｱﾚﾝｼﾞ、ｱｸﾘﾙ絵具を使用しﾈｲ
ﾙｱｰﾄ作品が作れる学習する。

１
前

51 3 ○ ○ ○

16 ○
ヘ ア ・ メ イ
ク・ネイルⅡ

1920年代、1950年代、1960年代のﾍｱ･ﾒｲｸを振り
返りながら基礎を学ぶ。2･3年生との複式授業。
ﾃｰﾏ別にﾒｲｸｱｯﾌﾟに取り組みﾍｱｱﾚﾝｼﾞが出来るよう
学習する。ｱｸﾘﾙ絵具、ﾗｲﾝｽﾄｰﾝなどを使ってﾈｲﾙ
ｱｰﾄ製作に取り組む。

１
後

51 3 ○ ○ ○

17 ○
デニムジーン
ズゼミⅠ

基本の5Pデニムパンツの縫製、組み立て方法を
学ぶながら、各種特殊縫製ミシンについての操
作方法を身につける。

１
前

51 2 ○ ○ ○ ○

18 ○
デニムジーン
ズゼミⅡ

特殊ミシンに慣れること。デニム教室を使用す
るにあたり、ルールやマナーが守れるようにな
る。

１
後

51 2 ○ ○ ○ ○

19 ○
ドレス・コス
チュームメー
キング入門Ⅰ

ウェディングドレスのデザインからパターン
メーキング、組み立てなど一貫した制作工程の
基礎を学ぶ。

１
前

51 2 ○ ○ ○ ○

20 ○
ドレス・コス
チュームメー
キング入門Ⅱ

ウェディングドレスのデザインからパターン
メーキング、組み立てなど一貫した制作工程の
基礎を学ぶ。

１
後

51 2 ○ ○ ○ ○

21 ○
デニムジーン
ズ商品企画入
門Ⅰ

市場でのニーズを考えたブランド設定、ブラン
ドロゴやラベルのデザインまで学生自身が行
う。決められたブランドの中でデザインするこ
とを学ぶ。

１
前

34 1 ○ ○ ○ ○

22 ○
デニムジーン
ズ商品企画入
門Ⅱ

前期で決定した自校ブランドの企画・設立を
し、ファーストサンプルを制作する。また、展
示会を想定した陳列や什器についても考える。

１
後

34 1 ○ ○ ○ ○

23 ○
衣装・美術造
形入門Ⅰ

ドレス・コスチュームメーキングの授業と連動
して、制作衣装に伴う小物造形制作能力を学習
し、独創的な発想を養う。また、写真撮影を通
じてスタイリング提案能力を高め、プレゼン
テーション能力を向上させる。

１
前

34 1 ○ ○ ○

24 ○
衣装・美術造
形入門Ⅱ

ドレス・コスチュームメーキングの授業と連動
して、制作衣装に伴う小物造形制作能力を学習
し、独創的な発想を養う。また、写真撮影を通
じてスタイリング提案能力を高め、プレゼン
テーション能力を向上させる。

１
後

34 1 ○ ○ ○

25 ○ 美容検定Ⅰ

ネイリスト技能検定３級合格を目指して学習。
ネイリストベーシックのマスター。ネイルケ
ア、アート。メイクアップ技術検定４級合格を
目指して学習。皮膚のしくみ、ゴールデンプロ
ポーション、顔の分析、色彩など基礎知識を学
習。

１
前

34 2 ○ ○ ○

26 ○
ファッション
ビジネス検定
Ⅰ

ファッションビジネス能力検定３級対応テキス
トおよび、問題集を使用し「ファッションビジ
ネス科目」を中心に講座を進める。検定対策と
して「ファッションビジネス能力検定３級問題
集」にて復習をおこなう。

１
前

34 2 ○ ○ ○



27 ○
ファッション
販売検定Ⅰ

ファッション販売能力検定３級対応テキストお
よび、問題集を使用し「A科目」を中心に講座を
進める。検定対策として「ファッション販売能
力検定３級問題集」にて復習をおこなう。

１
前

34 2 ○ ○ ○

28 ○
マテリアル(1
期)

ﾏﾃﾘｱﾙとは「素材」、つまりﾌｧｯｼｮﾝにおいては
「布」について学ぶ科目である。布についての
知識は、ﾌｧｯｼｮﾝに携わる全ての職種に必要なも
のであり、本授業はﾌｧｯｼｮﾝ業界の入門編と言え
るだろう。繊維･糸･布の構成･加工など、布に関
わる基礎知識を学んで、実際の布地を収集したﾏ
ﾃﾘｱﾙﾌｧｲﾙを作成する。

１
前

17 1 ○ ○ ○

29 ○
立 体 裁 断 Ⅰ
（2期）

トワールやシルクピンの扱い方、立体から製図
をおこすことができるように学習する。

１
前

17 1 ○ ○ ○

30 ○
ファッション
デジタルⅠ

ハードの基本的操作方法からバックアップ方法
などを学び、adobe Illustratorではベジェ曲線
を学び、基本的オブジェクトの編集方法を学
ぶ・adobe Photoshopでは基本ツールの操作方法
とブラシツールでの着彩を学ぶ。

１
後

34 2 ○ ○ ○

31 ○
アパレルＣＡ
ＤⅠ

コンピュータの操作方法・システムの一連の流
れを実際のパターンを作りながら説明。

１
後

34 2 ○ ○ ○

32 ○
デザイン画表
現Ⅰ

８頭身のプロポーション(直立・片足重心)の描
き方。素材別の表現方法(５種)。テーマ別デザ
イン発想法(2種)を学習する。

１
後

34 2 ○ ○ ○

33 ○
ライフデザイ
ン①

学生便覧を使い学校生活をおくる為の内容を指
導。学校行事にも積極的に参加し、準備、計
画、実行出来る様に指導。また企業連携・協同
事業実習の為に校内外での活動をおこなう。企
業連携ファッションショーなどの実習に取り組
む。

１
前

119 1 ○ ○ ○ ○

34 ○
ライフデザイ
ン②

学生便覧を使い学校生活をおくる為の内容を指
導。学校行事にも積極的に参加し、準備、計
画、実行出来る様に指導。また企業連携・協同
事業実習の為に校内外での活動をおこなう。企
業連携ファッションショーなどの実習に取り組
む。

１
後

34 1 ○ ○ ○ ○

35 ○ 進級制作Ⅰ

重衣料（アウター・コート）を基本としたアイ
テムをテーマに作品作りを行う。ファッション
ショー形式での発表の為の企画立案からスタイ
リングまで学ぶ。また企業連携・協同事業実習
の為に校内外での活動をおこなう。企業連携
ファッションショーなどの実習に取り組む。

１
後

187 3 ○ ○ ○

36 ○
情報デザイン
検定

J検情報デザイン試験公式テキストを使用しなが
ら、過去問題を解き知識を習得する。

２
前

17 1 ○ ○ ○

37 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナ ー ／ イ ン
ターンシップ

ビジネス能力検定３級テキストを使用しなが
ら、グループワークにも取り組む。

２
前

17 1 ○ ○ ○ ○

38 ○ 夏期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授業内
容を3日間の実習または講義形式で行う。

２
前

34 2 ○ ○ ○

39 ○ 冬期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授業内
容を3日間の実習または講義形式で行う。

２
後

17 1 ○ ○ ○

40 ○ 職業実習
夏期期間の7月〜8月にかけて、例年インターン
シップ実習に取り組む。実習期間は5日〜10日前
後を設定。企業評価を受ける事を目的とする。

２ 65 1 ○ ○ ○ ○



41 ○
ファッション
デジタルⅢ

Adobe Illustrator・Photoshopを使用し、前期
での内容をふまえ、より高度かつ複雑な制作物
に取り組む。

２
前

34 2 ○ ○ ○

42 ○
ファッション
デジタルⅣ

Adobe Illustrator・Photoshopを使用し、中級
レベルのテキスト入力・レイアウト・写真画像
処理・印刷などを学ぶ。各授業毎のテーマに従
い、課題制作を完成させていく。

２
後

17 1 ○ ○ ○

43 ○
パターンゼミ
Ⅲ

基本原型を使って着込み分・体に対するゆるみ
分を考え、バランスの取れた基本シルエットの
出し方を学び、基本的な衿の考え方、二枚袖の
考え方を足していき色々なジャケットの製図が
出来るようになる。

２
前

51 3 ○ ○ ○

44 ○
パターンゼミ
Ⅳ

基本原型を使って着込み分・体に対するゆるみ
分を考え、バランスの取れた基本シルエットの
出し方を学び、基本的な衿の考え方、二枚袖の
考え方を足していき色々なジャケットの製図が
出来るようになる。

２
後

51 3 ○ ○ ○

45 ○
工業パターン
Ⅰ

PM検定まではガイドブックの内容の理解を深め
ていく。ＰＭ検定終了後はテーラードジャケッ
ト（総裏付き）のファーストパターンを手作業
で生地の厚み分、内回り・外回りを加味した量
産用工業パターンを作っていく。

２
前

51 3 ○ ○ ○

46 ○
ヘ ア ・ メ イ
ク・ネイルⅢ

１･３年生との複式授業である。常に基本を復習
し、ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾝを意識しながらｲﾒｰｼﾞ別で
ﾍｱ･ﾒｲｸに取り組む。ｱｸﾘﾙ絵具、ｽﾄｰﾝを使ってﾈｲﾙ
ｱｰﾄを製作。ﾈｲﾙｹｱ(検定３級)。学園祭ではﾍｱ･ﾒｲ
ｸｼｮｰができるよう企画していく。

２
前

51 3 ○ ○ ○

47 ○
ヘ ア ・ メ イ
ク・ネイルⅣ

１・３年生との複式授業。３年生は総まとめと
してヘア・メイク・ネイルアートを自由な発想
で取り組み写真撮影を行う。また、２・３年生
合同でファッションショーへ向けてヘア・メイ
クの企画、提案をし、コミュニケーション力を
学んでいく。

２
後

51 3 ○ ○ ○

48 ○
デニムジーン
ズゼミⅢ

デニム教材、ジーンズパターン・仕様書・縫製
テキストをもとに脇線基準のボタンフライ仕様
のパターン作成と中心線基準のジッパー仕様の
パターン作成とそれぞれの仕様書を作成。

２
前

51 2 ○ ○ ○ ○

49 ○
デニムジーン
ズゼミⅣ

デザインと仕様書とパターンの組み合わせを学
ぶ。

２
後

51 2 ○ ○ ○ ○

50 ○
ドレス・コス
チュームメー
キングⅠ

ウェディングドレスのデザインからパターン
メーキング、組み立てなど一貫した制作工程を
学ぶ。ブライダルコーディネート技術を習得す
る。

２
前

51 2 ○ ○ ○ ○

51 ○
ドレス・コス
チュームメー
キングⅡ

ウェディングドレスのデザインからパターン
メーキング、組み立てなど一貫した制作工程を
学ぶ。ブライダルコーディネート技術を習得す
る。

２
後

51 2 ○ ○ ○ ○

52 ○
デニムジーン
ズ商品企画Ⅰ

市場でのニーズを考えたブランド設定、ブラン
ドロゴやラベルのデザインまで学生自身が行
う。決められたブランドの中でデザインするこ
とを学ぶ。

２
前

34 1 ○ ○ ○ ○

53 ○
デニムジーン
ズ商品企画Ⅱ

前期で決定した自校ブランドの企画・設立を
し、ファーストサンプルを制作する。また、展
示会を想定した陳列や什器についても考える。

２
後

34 1 ○ ○ ○ ○

54 ○
衣装・美術造
形Ⅰ

ドレス・コスチュームメーキングの授業と連動
して、制作衣装に伴う小物造形制作能力を学習
し、独創的な発想を養う。また、写真撮影を通
じてスタイリング提案能力を高め、プレゼン
テーション能力を向上させる。

２
前

34 1 ○ ○ ○



55 ○
衣装・美術造
形Ⅱ

ドレス・コスチュームメーキングの授業と連動
して、制作衣装に伴う小物造形制作能力を学習
し、独創的な発想を養う。また、写真撮影を通
じてスタイリング提案能力を高め、プレゼン
テーション能力を向上させる。

２
後

34 1 ○ ○ ○

56 ○
ファッション
ビジネス検定
Ⅲ

ファッションビジネス能力検定2級対応テキスト
および、問題集を使用し「ファッションビジネ
ス科目」を中心に講座を進める。検定対策とし
て「ファッションビジネス能力検定2級問題集」
にて復習をおこなう。

２
前

34 2 ○ ○ ○

57 ○ 立体裁断
ドレーピング技術を身につけるため、工業用ボ
ディを使用し立体パターンを学ぶ。

２
前

34 2 ○ ○ ○

58 ○
サンプルメー
キング

量産型工業パターン知識および裏地付き婦人
ジャケットを製作。パターンメーキングおよび
縫製技術を学ぶ。

２
前

51 2 ○ ○ ○

95

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

17

卒業要件： 課程修了には、総計１０５単位以上を習得しなければならない。

履修方法： 学科目を履修した場合に考査を行い、合格した者に対して単位を認定する。

合計 科目 166 単位（単位時間）


